
「ほっとルーム」だより
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も初は、市来小学校で「おあしす」を開設します。
お気軽にお立ち寄りください。

〇 開設予定日時 ロヨロEK劉 (13時30分～16時 )

○「おあしす」の場所 に1“鋼口,:田

出前サロン「おあしす」で、
いろんなお話ができました。
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10 安薩での機壼つくり
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(連絡先 :市来小教頭先生 TEL:36-2006市 来小学校内)

子育ての中で、気になること等があつたら、一人で悩まず、いつでも気軽に

ご相談ください 一緒に語りましょう。

あれI 、長子に限ら 『 :日い tします。

ほっと,レーム :

TEL: 2
社会教育課内

1-5130 FAX:36-5044



上名地区婦人会では、毎月第
3土曜日、上名交流センターで、
地域、保護者、子どもたちが集
まって楽しく学んでいます。
6月 20日 は、若松先生を講
師にお迎えして、クラフ ト教室
の 1回 日でした。地域の方々と
子ども、保護者が触れあいなが
ら小物入れ作りに熱中しました。

…
多加した 子どもの声

喩摺蹂そ喜搬 騎』鏃鷲現
｀

匡>去年も参加したが、楽しい。

(連絡先 :32-7178 上菌久美子さん)

～上名地区母親学級～

年 間 計 画
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10 17 切 り控
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12 ケーキ作りと
クリスマス会
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酷 っていました。

お心に聞い
が、若い人

Ｏ
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子どもたちが熱
保護者OBです贅

てくれるので、元気がでます。
たちと一緒に活動ができ、とても楽しくやリカヽ がヽあります。

「怒るJと いうことと「叱る」ということの違い
子どもは感じ分けています。
「怒る」というのは、
「頭にきた。許せない」という親の感情の爆発です。
その気持ちが子どもに通 じる保証はありません。
「叱る」というのは、
子どものやつたことの何が悪いかを
きちんと子どもに伝え、
その上で相応の罰を与えることです。

広木克行著 r親と子の絆を深める道程Jよ り

レ「Im糧託琴鷺勘     悧
て今回第 1回 目のアンケー トを実施します。ご多用な時とは存じますが、
ご協力をよろしくお願いいたします。今回の対象校【羽島嵯出嘉轟陥y絆雀歯鋼暫己日く火)》

シケートヘのご協力を、お願いし



「俺が死んだらどうする」
『私が家出したらどうする」
という親を聞いつめる言葉も

親の愛を求め
「お母さん、助けて」
という心の表現ではないかと思います。

広木克行著「子どもは紫の露草」より


